
　
　
　
　

　
創
価
学
会
は
、
本
来
、
唯
授
一
人
血
脈
付
法
の
法
主
の
指
南
、
及
び
教
導
の
も
と
、
日
蓮
正
宗
を
外

護
し
、
広
宣
流
布
へ
と
挺
身
す
べ
き
本
宗
信
徒
の
団
体
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
創
価
学
会
は
、
自
ら
の
本
分
を
忘
れ
、
本
宗
信
仰
の
命
脈
た
る
下
種
三
宝
義
、

並
び
に
血
脈
相
伝
義
を
は
じ
め
と
す
る
本
宗
伝
統
の
化
法
・
化
儀
を
、
己
義
を
も
っ
て
改
変
し
、
他
宗

教
さ
な
が
ら
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
ま
す
。
日
蓮
正
宗
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
慈
悲
の
立
場
か
ら
、
種
々

の
指
導
・
善
導
に
努
め
、
教
誡
等
を
も
っ
て
反
省
懴
悔
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
創
価
学
会
は
、
全
く

こ
れ
を
無
視
し
、
か
え
っ
て
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
も
っ
て
、
法
主
・
宗
門
に
対
し
て
、
誹
謗
・
攻
撃
を
加

え
つ
づ
け
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
も
は
や
こ
れ
以
上
、
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
こ
に
創
価
学
会
に
対
し
、
解
散
を
勧

告
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
　
日
蓮
正
宗
は
、
御
本
仏
日
蓮
大
聖
人
の
文
底
下
種
仏
法
の
根
幹
た
る
、
三
大
秘
法
総
在
の
本

門
戒
壇
の
大
御
本
尊
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
化
法
・
化
儀
の
一
切
を
、
大
聖
人
以
来
、
唯
授
一
人
の
血
脈

相
承
に
よ
っ
て
正
し
く
相
伝
す
る
、
唯
一
の
正
統
教
団
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
宗
の
僧
俗
は
、

必
ず
戒
壇
の
大
御
本
尊
と
唯
授
一
人
の
血
脈
相
承
を
、
信
仰
の
根
本
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
︵
一
︶
本
宗
信
仰
の
根
幹
た
る
弘
安
二
年
十
月
十
二
日
御
建
立
の
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
は
、
ま
さ

に
御
本
仏
日
蓮
大
聖
人
の
己
証
を
御
図
顕
あ
そ
ば
さ
れ
た
人
法
一
箇
の
御
本
尊
に
し
て
、
下
種
三
宝
の

当
体
で
あ
り
ま
す
。

　
本
宗
の
三
宝
と
は
、
第
二
十
六
世
日
寛
上
人
が
、

﹁
当
門
流
の
三
宝
と
は
、
寿
量
文
底
本
因
妙
の
仏
法
僧
を
以
て
末
法
今
時
の
下
種
の
三
宝
と
為
し

上
る
也
。
前
代
未
聞
の
大
宝
、
末
法
適
時
の
尊
体
也
。︵
中
略
︶
仏
宝
と
は
文
底
本
因
妙
の
教
主
、

久
遠
元
初
の
自
受
用
身
也
。
法
宝
と
は
文
底
下
種
の
事
の
一
念
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
也
。
僧

宝
と
は
久
遠
元
初
の
結
要
付
属
の
所
受
の
人
也
。
久
遠
は
今
日
、
今
日
は
久
遠
也
﹂

と
仰
せ
の
ご
と
く
、
久
遠
即
末
法
の
本
因
下
種
の
三
宝
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
仏
宝
と
は
、
久
遠

元
初
の
自
受
用
身
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
で
あ
り
、
法
宝
と
は
、
文
底
下
種
の
事
の
一
念
三
千
の
南
無

妙
法
蓮
華
経
た
る
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
僧
宝
と
は
、
久
遠
元
初
の
結
要
付
嘱

の
所
受
の
人
に
し
て
、
日
寛
上
人
が
、

﹁
吾
が
日
興
上
人
、
嫡
々
写
瓶
の
御
弟
子
な
る
事
分
明
也
。
故
に
末
法
下
種
の
僧
宝
と
仰
ぐ
也
。

爾
来
、
日
目
・
日
道
代
々
咸
く
是
れ
僧
宝
也
、
及
び
門
流
の
大
衆
亦
爾
也
云
云
﹂

と
仰
せ
の
ご
と
く
、
日
興
上
人
を
随
一
と
し
て
、
唯
授
一
人
血
脈
付
法
の
歴
代
上
人
の
全
て
に
わ
た
る

の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
門
流
の
大
衆
、
す
な
わ
ち
法
主
に
信
伏
随
従
す
る
本
宗
の
一
般
僧
侶
も
、



み
な
僧
宝
の
一
分
に
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
義
は
、
一
般
僧
侶
が
法
主
に
摂
せ

ら
れ
て
、
は
じ
め
て
成
立
す
る
義
で
あ
り
ま
す
。

　
本
宗
の
三
宝
の
勝
劣
次
第
に
つ
い
て
、
日
寛
上
人
は
、

﹁
此
れ
須
く
分
別
す
べ
し
、
若
し
内
体
に
約
さ
ば
実
に
是
れ
体
一
な
り
。
所
謂
法
宝
の
全
体
即
ち

是
れ
仏
宝
な
り
、
故
に
一
念
三
千
即
自
受
用
身
と
云
い
、
又
十
界
具
足
を
方
に
名
づ
け
て
円
仏
と

云
う
也
。
亦
復
一
器
の
水
を
一
器
に
写
す
故
に
師
弟
亦
体
一
な
り
、
故
に
三
宝
一
体
也
。
若
し
外

相
に
約
さ
ば
任
運
勝
劣
あ
り
。
所
謂
、
仏
は
法
を
以
て
師
と
為
し
、
僧
は
仏
を
以
て
師
と
為
す
故

也
。
故
に
法
宝
を
以
て
中
央
に
安
置
し
、
仏
及
び
僧
を
以
て
左
右
に
安
置
す
る
也
﹂

と
、
内
体
と
外
相
の
上
か
ら
教
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
外
相
に
約
せ
ば
、
法
・
仏
・
僧
と

い
う
勝
劣
次
第
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
本
尊
奉
安
式
に
お
い
て
も
、
中
央
に
法
宝
︵
大
漫
荼
羅
︶、
右
に

仏
宝
︵
大
聖
人
御
影
︶
、
左
に
僧
宝
︵
日
興
上
人
御
影
︶
を
奉
安
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
も

し
内
体
に
約
す
る
な
ら
ば
、
仏
宝
・
法
宝
は
、
も
と
よ
り
久
遠
元
初
の
能
証
所
証
の
人
法
に
し
て
二
而

不
二
の
尊
体
で
あ
り
、
こ
の
法
体
は
、
一
器
の
水
を
一
器
に
瀉
す
ご
と
く
、
歴
代
の
僧
宝
へ
と
血
脈
相

伝
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
三
宝
は
即
一
体
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
本
宗
本
来
の
三
宝
義
の
上
か
ら
、
第
九
世
日
有
上
人
は
、

﹁
手
続
の
師
匠
の
所
は
三
世
の
諸
仏
高
祖
已
来
代
々
上
人
の
も
ぬ
け
ら
れ
た
る
故
に
師
匠
の
所
を

能
く
能
く
取
り
定
め
て
信
を
取
る
べ
し
、
又
我
が
弟
子
も
此
く
の
如
く
我
れ
に
信
を
取
る
べ
し
﹂

と
仰
せ
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
唯
授
一
人
の
血
脈
相
承
に
よ
っ
て
、
自
身
の
内
証
に
、
大
聖
人
以

来
の
下
種
三
宝
の
法
体
が
ま
し
ま
す
上
か
ら
、
自
身
に
信
を
取
る
よ
う
、
教
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
第
三
十
一
世
日
因
上
人
が
、
信
徒
に
宛
て
ら
れ
た
消
息
の
中
で
、

﹁
日
興
上
人
已
下
の
代
々
も
亦
爾
な
り
、
内
証
に
順
ず
る
則
ん
ば
仏
宝
也
。
外
用
に
依
れ
ば
則
ち

僧
宝
な
り
、
故
に
末
法
下
種
の
大
導
師
日
蓮
聖
人
の
尊
仏
に
対
す
れ
ば
則
ち
外
用
を
存
し
以
て
僧

宝
と
為
る
の
み
﹂

と
の
仰
せ
か
ら
も
、
明
確
に
拝
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
古
来
、
合
掌
礼
を
も
っ
て
法
主
に
対
す
る
の

は
、
ま
さ
に
そ
の
内
証
に
止
住
し
て
い
る
仏
宝
・
法
宝
の
法
体
に
約
す
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
本
宗
の
僧
俗
に
し
て
、
も
し
大
聖
人
の
法
体
を
護
持
す
る
法
主
に
対
し
て
違
背
す
る
な
ら
ば
、﹃
身

延
山
付
嘱
書
﹄
に
、

﹁
背
く
在
家
出
家
ど
も
の
輩
は
非
法
の
衆
た
る
べ
き
な
り
﹂

と
仰
せ
の
ご
と
く
、
師
敵
対
の
大
謗
法
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
謗
法
と
は
、
ま
さ
に
違
背
の
義
に
約

し
ま
す
か
ら
、
三
宝
破
壊
の
大
罪
に
よ
っ
て
、
必
ず
無
間
大
坑
に
堕
す
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

本
宗
の
僧
俗
で
あ
る
以
上
、
こ
の
三
宝
の
次
第
を
超
え
、
血
脈
相
伝
を
無
視
し
た
大
聖
人
直
結
、
御
本

尊
直
結
な
ど
と
い
う
己
義
は
、
決
し
て
構
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
︵
二
︶
次
に
、
僧
俗
の
次
第
に
つ
い
て
、
宗
祖
大
聖
人
は
、﹃
諸
人
御
返
事
﹄
に
お
い
て
、

﹁
所
詮
真
言
・
禅
宗
等
の
謗
法
の
諸
人
等
を
召
し
合
せ
是
非
を
決
せ
し
め
ば
日
本
国
一
同
に
日
蓮



が
弟
子
檀
那
と
為
り
、
我
が
弟
子
等
の
出
家
は
主
上
・
上
皇
の
師
と
為
ら
ん
在
家
は
左
右
の
臣
下

に
列
な
ら
ん
﹂

と
広
布
の
相
に
約
し
て
仰
せ
の
ご
と
く
、
僧
侶
と
信
徒
は
、
仏
法
上
、
師
匠
と
弟
子
と
い
う
筋
目
の
上

か
ら
の
相
違
が
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
、
日
興
上
人
は
、﹃
遺
誡
置
文
﹄
で
、

﹁
若
輩
為
り
と
雖
も
高
位
の
檀
那
自
り
末
座
に
居
く
可
か
ら
ざ
る
事
﹂

と
、
座
配
の
次
第
に
約
し
て
、
明
確
に
僧
俗
の
相
違
を
仰
せ
で
あ
り
ま
す
。

　
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
法
主
に
信
伏
随
従
す
る
一
般
僧
侶
は
、
法
主
の
血
脈
に
摂
せ
ら
れ
て
、
僧
宝

の
一
分
に
加
わ
り
ま
す
か
ら
、
本
宗
の
信
徒
は
、
所
属
寺
院
の
住
職
・
主
管
を
、
血
脈
法
水
へ
の
手
続

の
師
匠
と
心
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
宗
の
僧
侶
は
、
本
宗
の
規
定
の
化
儀
に
則
っ
て
修
行
し
、

法
主
よ
り
免
許
を
被
っ
て
、
薄
墨
の
素
絹
衣
と
白
五
条
の
袈
裟
を
着
し
ま
す
が
、
こ
の
法
衣
は
、
ま
さ

に
大
聖
人
の
下
種
仏
法
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
寛
上
人
は
、
法
衣
の
功
徳
に
つ
い
て
、

﹁
戯
に
衣
を
着
る
功
徳
尚
爾
な
り
何
に
況
ん
や
真
実
に
着
せ
ん
を
や
﹂

と
仰
せ
で
す
が
、
僧
侶
は
、
こ
の
本
因
下
種
の
法
衣
を
着
す
る
ゆ
え
に
、
身
心
と
も
に
僧
宝
の
一
分
に

加
わ
り
、
血
脈
法
水
へ
の
手
続
を
務
め
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
義
の
上
か
ら
、
日
有
上
人
は
、

﹁
私
の
檀
那
之
事
、
其
れ
も
其
筋
目
を
違
は
ば
即
身
成
仏
と
云
ふ
義
は
有
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、

其
小
筋
を
直
す
べ
し
、
血
脈
違
は
大
不
信
謗
法
也
、
堕
地
獄
な
り
﹂

と
、
僧
俗
師
弟
の
筋
目
を
糺
す
べ
き
こ
と
を
仰
せ
ら
れ
、
日
因
上
人
は
、
こ
れ
を
敷
衍
さ
れ
て
、

﹁
私
の
檀
那
の
筋
目
之
を
糺
す
べ
き
事
、
此
れ
は
師
檀
の
因
縁
を
示
す
檀
那
は
是
れ
俗
の
弟
子
な

り
、
故
に
師
弟
血
脈
相
続
な
く
し
て
は
即
身
成
仏
に
非
ず
、
況
や
我
が
師
匠
に
違
背
せ
る
の
檀
那

は
必
定
堕
獄
な
り
乖
背
は
即
不
信
謗
法
の
故
な
り
﹂

と
、
厳
に
信
徒
の
あ
る
べ
き
心
構
え
に
つ
い
て
誡
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
本
宗
の
信
徒
は
、
も
と
よ
り
唯
授
一
人
血
脈
付
法
の
法
主
を
、
現
時
に
お
け
る
仏
法
の

師
匠
と
し
、
さ
ら
に
法
主
よ
り
任
命
を
受
け
た
所
属
寺
院
の
住
職
・
主
管
を
、
血
脈
へ
の
手
続
の
師
匠

と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
下
種
三
宝
の
当
体
た
る
本
門
の
本
尊
を
帰
命
の
依
止
処
と
し
て
、

師
弟
相
対
の
信
心
化
儀
を
修
す
る
と
き
、
は
じ
め
て
境
智
冥
合
し
て
大
聖
人
以
来
の
血
脈
法
水
が
自
身

に
通
い
、
真
の
即
身
成
仏
の
大
仏
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
反
対
に
、
こ
の
僧
俗
師
弟
義
を
蔑
ろ
に
す
れ
ば
、
下
種
三
宝
の
血
脈
法
水
に
対
す
る
師
弟
相
対
の
信

心
が
調
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
師
敵
対
の
大
謗
法
罪
に
よ
っ
て
、
必
ず
地
獄
に
堕
し
ま
す
か
ら
、
本
宗
信

徒
は
、
よ
く
よ
く
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
︵
三
︶
本
宗
の
化
法
・
化
儀
は
、
右
に
述
べ
る
ご
と
く
、
全
て
大
聖
人
以
来
の
法
体
血
脈
の
相
伝
と
、

そ
れ
に
基
づ
く
山
法
山
規
に
よ
り
ま
す
か
ら
、
化
法
や
化
儀
に
関
す
る
一
切
の
正
否
の
裁
定
権
は
、﹃
日

蓮
正
宗
宗
規
﹄
に
定
め
る
ご
と
く
、
当
然
、
法
主
一
人
に
具
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
宗
の
法
義
は
、
日
興
上
人
が
、﹃
遺
誡
置
文
﹄
に
、

﹁
当
門
流
に
於
い
て
は
御
書
を
心
肝
に
染
め
極
理
を
師
伝
し
て
云
々
﹂



と
教
示
の
ご
と
く
、
師
伝
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
到
底
、
そ
の
深
旨
の
信
解
に
至
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

当
然
、
そ
こ
に
は
、
本
尊
法
体
に
関
す
る
法
義
解
釈
か
ら
広
範
な
御
書
の
解
釈
、
さ
ら
に
は
法
要
化
儀

の
意
義
付
け
に
至
る
ま
で
の
一
切
を
含
む
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
宗
の
法
義
を
研
鑚
す
る

者
は
、
必
ず
血
脈
付
法
の
法
主
の
説
き
示
す
伝
統
の
法
義
解
釈
に
従
っ
て
信
解
す
べ
き
で
あ
り
、
社
会

に
展
開
す
る
か
ら
と
称
し
て
、
我
見
や
己
義
を
構
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
勤
行
式
を
は
じ
め
、
葬
儀
や
法
事
等
の
典
礼
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
本
宗
の
法
要
儀
式
等
の
信
心

化
儀
に
お
い
て
も
、
そ
の
心
構
え
は
同
様
で
あ
り
ま
す
。
日
有
上
人
が
、

﹁
此
の
大
石
寺
は
高
祖
よ
り
以
来
、
今
に
仏
法
の
付
嘱
切
れ
ず
、
次
第
し
て
候
間
、
得
給
へ
る
人

抔
は
仏
法
・
世
間
の
御
沙
汰
、
高
祖
の
御
時
に
少
し
も
違
は
ず
候
﹂

と
仰
せ
ら
れ
、
ま
た
日
寛
上
人
が
、

﹁
但
吾
が
富
山
の
み
蓮
祖
所
立
の
門
流
な
り
、
故
に
開
山
已
来
化
儀
・
化
法
四
百
余
年
全
く
蓮
師

の
如
し
﹂

と
仰
せ
の
ご
と
く
、
本
宗
伝
統
の
法
要
化
儀
の
一
切
は
、
そ
の
大
綱
に
お
い
て
、
大
聖
人
以
来
、
い
さ

さ
か
も
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
宗
の
化
儀
と
は
、
ま
さ
に
本
因
下
種
の
仏
法
の
深
い
意
義
を
現
実
に
表
明
し
、
体
現
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
本
因
下
種
の
仏
法
の
あ
ら
ゆ
る
意
義
は
、
本
宗
伝
統
の
法
要
儀
式
を
は
じ

め
と
す
る
信
心
化
儀
に
よ
っ
て
、
現
実
世
界
に
顕
現
す
る
の
で
す
か
ら
、
古
来
、
化
儀
即
法
体
と
称
す

る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
お
よ
そ
本
宗
の
信
徒
で
あ
る
以
上
、
葬
儀
・
法
要
を
は
じ
め
と
す

る
一
切
の
化
儀
は
、
必
ず
宗
門
の
定
め
に
従
っ
て
執
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
二
　
そ
も
そ
も
、
宗
教
法
人
創
価
学
会
は
、
本
宗
法
規
に
定
め
る
と
こ
ろ
の
法
華
講
支
部
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
る
に
、
そ
の
創
価
学
会
に
対
し
、
宗
門
が
、
現
在
ま
で
本
宗
の
信
徒
団
体
と
し
て
認

容
し
て
き
た
所
以
は
、
昭
和
二
十
六
年
、
創
価
学
会
の
宗
教
法
人
設
立
申
請
時
に
お
け
る
、

　
①
折
伏
し
た
人
は
信
徒
と
し
て
各
寺
院
に
所
属
さ
せ
る
こ
と
。

　
②
当
山
の
教
義
を
守
る
こ
と
。

　
③
三
宝
︵
仏
法
僧
︶
を
守
る
こ
と
。

と
い
う
、
宗
門
に
確
約
し
た
三
原
則
の
遵
守
を
条
件
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
創
価
学
会
は
、
先
に
、
昭
和
五
十
二
年
路
線
で
こ
の
三
原
則
を
無
視
し
、
本
宗
の
伝
統

法
義
か
ら
、
大
き
く
逸
脱
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
御
本
尊
模
刻
と
い
う
前
代
未
聞
の
大

謗
法
を
は
じ
め
、
戸
田
会
長
の
悟
達
を
創
価
仏
法
の
原
点
と
す
る
誤
り
、
大
聖
人
直
結
と
い
う
血
脈
無

視
の
誤
り
、
小
説
﹃
人
間
革
命
﹄
を
現
代
の
御
書
と
す
る
誤
り
、
会
長
へ
の
帰
命
や
会
長
を
主
師
親
三

徳
・
大
導
師
・
久
遠
の
師
と
す
る
誤
り
、
寺
院
・
僧
侶
軽
視
の
誤
り
、
謗
法
容
認
の
誤
り
、
在
家
が
供

養
を
受
け
ら
れ
る
と
す
る
誤
り
、
学
会
こ
そ
僧
宝
と
す
る
誤
り
、
池
田
流
師
弟
観
の
誤
り
等
、
数
多
く

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
要
す
る
に
﹁
北
条
文
書
﹂
や
﹁
山
崎
・
八
尋
文
書
﹂
な
ど
の
学
会
機
密
文

書
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
﹁
学
会
は
主
、
宗
門
は
従
﹂
と
い
う
視
点
か
ら
、
宗
門
を
創
価
学
会
の
外
郭



団
体
と
す
る
か
、
も
し
く
は
日
蓮
正
宗
か
ら
独
立
し
よ
う
と
い
う
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
は
、
先
師
日
達
上
人
の
善
導
等
に
よ
っ
て
反
省
懴
悔
を
示
し
、
さ
ら
に
昭
和
五
十

四
年
四
月
、
池
田
氏
が
、
会
長
・
総
講
頭
を
引
責
辞
任
す
る
に
及
び
、
同
年
五
月
三
日
、
創
価
学
会
が
、

今
後
、
信
徒
団
体
と
し
て
の
基
本
を
、
忠
実
に
守
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
よ
う
や
く
収
束
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
昭
和
五
十
三
年
の
﹁
六
・
三
〇
﹂
で
は
、
法
義
上
の
逸
脱
が
是
正
さ
れ
、
ま
た

通
称
﹁
お
詫
び
登
山
﹂
と
い
わ
れ
る
昭
和
五
十
三
年
の
﹁
一
一
・
七
﹂
で
は
、
当
時
の
北
条
理
事
長
が
、

﹁
宗
門
と
学
会
と
の
三
十
年
余
り
に
及
ぶ
関
係
を
顧
み
た
う
え
で
、
創
価
学
会
は
昭
和
二
十
七
年

の
宗
教
法
人
設
立
時
の
三
原
則
を
遵
守
し
、
日
蓮
正
宗
の
信
徒
団
体
と
し
て
の
性
格
を
、
い
っ
そ

う
明
確
に
し
て
ま
い
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。﹂

と
述
べ
、
ま
た
辻
副
会
長
は
、﹁
教
学
の
基
本
に
つ
い
て
﹂
と
題
し
て
、

﹁
こ
の
戒
壇
の
大
御
本
尊
を
厳
護
す
る
た
め
に
こ
そ
、
日
蓮
正
宗
の
厳
粛
な
る
化
儀
、
伝
統
が
あ

る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
わ
れ
わ
れ
信
徒
は
、
よ
く
認
識
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。﹂

と
述
べ
て
、
創
価
学
会
の
昭
和
五
十
二
年
路
線
に
お
け
る
数
々
の
逸
脱
を
深
く
反
省
し
、
法
人
設
立
時

の
三
原
則
に
立
ち
返
り
遵
守
す
る
こ
と
を
、
三
宝
の
御
宝
前
に
誓
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
池

田
氏
も
、
翌
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
、﹁
恩
師
の
二
十
三
回
忌
に
思
う
﹂
と
題
す
る
所
感
の
中
で
、

﹁
私
が
、
恩
師
の
﹃
創
価
学
会
の
歴
史
と
確
信
﹄
の
理
念
、
方
向
性
を
実
践
し
た
延
長
と
は
い
え
、

そ
の
深
き
意
志
も
解
せ
ず
、
僧
侶
、
寺
院
の
役
割
を
軽
視
し
、
そ
の
結
果
、
御
宗
門
に
対
し
、
主

客
転
倒
の
風
潮
を
生
ん
だ
こ
と
は
、
我
が
身
の
信
心
未
熟
ゆ
え
の
慢
と
、
大
御
本
尊
に
心
よ
り
懴

悔
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。﹂

﹁
御
書
の
拡
大
解
釈
や
逸
脱
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
﹃
六
・
三
〇
﹄
︵
教
学
上
の
基
本
問
題
に
つ

い
て
︶
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
反
省
し
、
確
認
さ
れ
た
事
項
は
、
今
後
と
も
絶
対
に

踏
み
違
え
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
規
範
で
あ
り
ま
す
。﹂

と
、
昭
和
五
十
二
年
路
線
に
お
け
る
創
価
学
会
の
逸
脱
は
、
全
て
池
田
氏
自
身
の
慢
心
に
基
づ
く
も
の

と
し
て
懴
悔
し
、
ま
た
﹁
六
・
三
〇
﹂
は
、
創
価
学
会
と
し
て
、
万
代
に
わ
た
っ
て
、
絶
対
に
破
る
べ

か
ら
ざ
る
規
範
と
明
記
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
三
　
創
価
学
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
路
線
の
厳
し
い
反
省
の
上
か
ら
、
昭
和
五
十
四
年

四
月
二
十
四
日
、
三
原
則
遵
守
の
精
神
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
﹃
創
価
学
会
会
則
﹄
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
三
原
則
は
、
創
価
学
会
が
日
蓮
正
宗
の
信
徒
団
体
と
し
て
存
立
す
る
上
で
、

恒
久
不
変
の
条
件
な
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
二
年
路
線
の
反
省
か
ら
十
数
年
を
経
た

現
在
、
創
価
学
会
は
、
そ
の
逸
脱
是
正
の
誓
い
を
捨
て
、
再
び
宗
教
法
人
設
立
時
の
三
原
則
を
、
事
実

上
に
お
い
て
、
破
棄
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
︵
一
︶
三
原
則
の
最
初
は
、
﹁
折
伏
し
た
人
は
信
徒
と
し
て
各
寺
院
に
所
属
さ
せ
る
こ
と
﹂
で
あ
り

ま
す
。



　
創
価
学
会
は
、
昭
和
五
十
二
年
路
線
で
、
﹁
正
宗
の
寺
院
は
儀
式
の
場
で
あ
り
、
広
宣
流
布
の
場
で

は
な
い
﹂
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
宗
門
で
は
、
こ
の
寺
院
観
が
、
﹁
折
伏
し
た
人
は
信
徒
と
し
て
各

寺
院
に
所
属
さ
せ
る
﹂
と
の
原
則
へ
の
違
背
と
い
う
認
識
の
上
か
ら
、
他
の
逸
脱
事
項
と
と
も
に
問
い

糺
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
創
価
学
会
と
し
て
も
、
昭
和
五
十
三
年
の
﹁
六
・
三
〇
﹂

に
お
い
て
、

﹁
正
宗
寺
院
に
お
い
て
は
、
正
法
を
も
っ
て
授
戒
、
葬
式
、
法
事
、
結
婚
式
等
の
衆
生
済
度
の
た

め
の
大
切
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寺
院
も
ま
た
、
広
宣
流
布
の
た
め
の
活
動
の
重
要
な
拠
点

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
学
会
の
み
が
広
宣
流
布
の
場
と
し
て
、
寺
院
が
そ
う

で
な
い
か
の
よ
う
な
表
現
は
、
明
ら
か
に
言
い
過
ぎ
で
あ
り
ま
す
。﹂

と
認
識
を
改
め
、
ま
た
﹃
特
別
学
習
会
テ
キ
ス
ト
﹄
で
も
、

﹁
五
十
二
年
当
時
を
中
心
と
す
る
指
導
の
な
か
に
、
宗
門
、
寺
院
、
僧
侶
に
対
し
て
、
従
来
の
正

宗
と
学
会
の
関
係
か
ら
も
は
ず
れ
た
行
き
過
ぎ
た
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
率
直
に

反
省
す
べ
き
点
で
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
極
端
に
﹃
寺
へ
行
く
な
﹄
と
か
﹃
僧
侶
は
折
伏
も
し
な
い
。
広
宣
流
布
し
て
い
る

の
は
学
会
だ
﹄
と
か
﹃
寺
院
は
単
な
る
御
授
戒
の
場
﹄
と
か
、
登
山
会
を
軽
視
す
る
発
言
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
在
家
仏
教
的
な
考
え
方
か
ら
僧
侶
並
び
に
寺
院
を
軽
視
し
︵
中
略
︶
結
果
と
し
て
、
あ

た
か
も
日
蓮
正
宗
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
と
の
経
緯
は
と
も
あ
れ
、

信
徒
と
し
て
明
ら
か
な
逸
脱
で
あ
り
、
今
後
、
こ
う
し
た
考
え
、
指
導
上
の
誤
り
の
な
い
よ
う
十

分
注
意
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。﹂

と
述
べ
、
率
直
に
反
省
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
本
宗
の
寺
院
は
、
単
な
る
形
式
的
に
儀
式
を
執
行
す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
法
久

住
・
広
宣
流
布
の
意
義
に
基
づ
く
儀
式
法
要
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
信
仰
活
動
を
遂
行
す
る
、
大
法
弘

通
の
法
城
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
る
に
、
現
在
の
創
価
学
会
は
、
昭
和
五
十
二
年
路
線
よ
り
も
、
な
お
卑
劣
に
し
て
、
大
き
く
逸

脱
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和
五
十
二
年
路
線
で
は
、
寺
院
は
単
な
る
儀
式
の
場
と
断
定
す
る
も
の
で
し
た

が
、
現
在
で
は
、
寺
院
が
儀
式
の
場
で
あ
る
こ
と
す
ら
破
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
本

宗
の
僧
侶
が
導
師
と
な
っ
て
執
行
す
べ
き
儀
式
法
要
等
の
化
儀
を
、
完
全
に
改
変
し
、
創
価
学
会
独
自

の
、
僧
侶
を
不
要
と
す
る
冠
婚
葬
祭
等
の
化
儀
を
、
勝
手
に
執
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ま

さ
に
本
宗
寺
院
か
ら
、
信
徒
を
隔
離
す
る
行
為
で
す
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
原
則
へ
の
違
背
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宗
門
誹
謗
の
団
体
と
化
し
た
現
在
の
創
価
学
会
を
み
れ
ば
、
脱
会
し
た
会
員
が
、
法

華
講
員
・
直
属
信
徒
と
な
る
こ
と
は
、
本
宗
信
仰
の
あ
り
方
の
上
か
ら
当
然
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
創
価
学
会
で
は
、
自
ら
に
都
合
の
よ
い
日
達
上
人
等
の
指
南
の
み
を
挙
げ
、
悪
辣
に
宗

門
を
誹
謗
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
秋
谷
会
長
の
、



﹁
宗
門
は
天
魔
と
化
し
て
、
信
者
ド
ロ
ボ
ウ
に
狂
奔
し
、
ま
こ
と
に
嘆
か
わ
し
い
限
り
の
実
態
で

あ
り
ま
す
。﹂︵
平
成
三
年
九
月
十
七
日
︶

﹁
宗
門
が
今
、
画
策
し
て
い
る
檀
徒
づ
く
り
は
、
名
誉
会
長
と
私
た
ち
会
員
と
の
師
弟
の
絆
を
断

ち
切
ろ
う
と
の
陰
謀
で
あ
る
。
破
和
合
僧
の
行
為
を
放
置
し
て
い
た
ら
、
世
界
広
布
の
将
来
は
な

い
し
大
聖
人
の
御
精
神
か
ら
大
き
く
外
れ
て
し
ま
う
。
我
々
は
、
今
こ
そ
学
会
正
義
の
大
確
信
を

も
ち
、
勇
気
あ
る
実
践
を
展
開
し
よ
う
。﹂︵
平
成
三
年
九
月
二
十
八
日
︶

等
の
発
言
や
、
本
宗
能
化
に
対
す
る
、
創
価
学
会
古
参
幹
部
の
、

﹁
信
徒
を
泥
棒
の
よ
う
に
か
す
め
と
ろ
う
と
い
う
の
は
、
仏
法
上
、
人
道
上
、
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
は
宗
門
の
信
心
の
自
滅
と
な
る
も
の
で
し
ょ
う
。﹂
︵
平
成
三
年
八
月
十
六
日
付
書

面
︶

と
の
発
言
は
、
本
宗
信
仰
に
お
け
る
僧
俗
師
弟
の
筋
道
を
全
く
無
視
し
、
信
徒
間
に
仏
法
の
師
弟
を
持

ち
込
ん
だ
謬
見
で
あ
り
、
信
徒
団
体
と
し
て
の
分
域
を
越
え
た
、
本
末
転
倒
の
邪
見
で
あ
り
ま
す
。
あ

ま
つ
さ
え
、
﹁
信
徒
泥
棒
﹂
と
の
発
言
は
、
創
価
学
会
に
よ
る
本
宗
信
徒
の
私
物
化
で
あ
っ
て
、
本
宗

の
信
徒
団
体
た
る
こ
と
を
、
自
ら
放
棄
す
る
行
為
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
創
価
学
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
﹁
折
伏
し
た
人
は
信
徒
と
し
て
各
寺
院

に
所
属
さ
せ
る
こ
と
﹂
と
の
原
則
遵
守
を
破
棄
し
た
背
信
集
団
で
あ
る
こ
と
を
、
深
く
認
識
す
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

　
︵
二
︶
次
に
、
三
原
則
の
第
二
﹁
当
山
の
教
義
を
守
る
こ
と
﹂
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

す
。

　
イ
　
池
田
氏
の
本
尊
観
・
妙
法
観
が
、
御
本
仏
大
聖
人
の
己
証
か
ら
外
れ
た
法
偏
重
の
外
道
義
で
あ

り
、
ま
さ
に
本
宗
の
根
本
義
た
る
仏
宝
・
法
宝
の
意
義
内
容
を
、
我
見
を
も
っ
て
改
変
す
る
大
謗
法
の

邪
義
で
あ
る
こ
と
は
、
本
宗
能
化
よ
り
学
会
古
参
幹
部
に
対
し
て
出
し
た
、
平
成
三
年
七
月
三
十
一
日

付
書
面
、
及
び
九
月
六
日
付
書
面
で
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
宗
祖
大
聖
人
の
究
極
の
重
大
事
た
る
戒
壇
の
義
に
つ
い
て
、
池
田
氏
が
、
浅
見
を
も
っ
て
聖

意
を
汚
す
発
言
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
誤
り
に
対
し
て
も
、
書
面
等
を
も
っ
て
、
既
に
糺
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
来
な
ら
ば
、
池
田
氏
並
び
に
創
価
学
会
は
、
こ
れ
ら
の
指
摘
に
対
し
て
、
そ
の
誤
り
を
率
直
に
認

め
、
公
式
に
懴
悔
し
て
改
め
、
た
だ
ち
に
会
内
に
徹
底
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
創
価
学
会
に

は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
一
向
に
そ
の
兆
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。
宗
門
と
し
て
は
、
も
は
や
創
価
学
会
に

は
、
池
田
氏
の
大
謗
法
を
自
浄
す
る
能
力
が
、
全
く
な
い
と
受
け
止
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ロ
　
次
に
、
本
宗
の
僧
俗
の
関
係
は
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
師
匠
と
弟
子
と
い
う
筋
目
の
上
か
ら
、

僧
俗
の
相
違
が
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
本
宗
信
徒
は
、
血
脈
付
法
の
法
主
に
対
し
て
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
所
属
寺
院
の
住
職
・
主
管
を
血
脈
へ
の
手
続
の
師
匠
と
し
て
、
師
弟
相
対
の
信



心
修
行
に
励
む
と
き
、
は
じ
め
て
大
聖
人
以
来
の
血
脈
が
通
い
、
僧
侶
も
信
徒
も
と
も
に
御
本
尊
の
法

体
に
冥
合
し
、
妙
法
当
体
蓮
華
の
一
仏
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
僧
俗
は
、
信
心
成
就

の
当
体
当
相
に
お
い
て
は
、
僧
俗
が
一
体
平
等
と
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
信
心
化
儀
と
い

う
現
実
面
で
は
、
必
ず
師
弟
の
筋
目
の
相
違
が
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
創
価
学
会
で
も
、﹃
特
別
学
習
会
テ
キ
ス
ト
﹄
に
お
い
て
、

﹁
私
達
は
日
蓮
正
宗
の
信
徒
で
あ
る
こ
と
の
意
識
を
明
確
に
し
、
僧
侶
に
対
し
て
も
礼
節
を
重
ん

じ
、
信
徒
と
し
て
の
姿
勢
を
正
す
な
か
に
僧
俗
和
合
の
道
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。﹂

と
、
僧
俗
の
筋
目
を
正
し
く
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
創
価
学
会
か
ら
宗
務
院
に
宛
て
ら
れ
た
、
平
成
三
年
一
月
一
日
付
書
面
以
来
、
創
価
学

会
で
は
、
本
宗
本
来
の
意
義
か
ら
外
れ
た
僧
俗
平
等
論
な
る
も
の
が
、
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、﹃
阿
仏
房
御
書
﹄
等
の
信
心
成
就
に
約
し
て
示
さ
れ
た
御
書
や
、
日
有
上
人
の
﹃
化
儀
抄
﹄
第

一
条
の
本
意
を
曲
解
し
て
、

﹁
僧
侶
と
信
徒
と
の
関
係
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
信
心
の
う
え
で
は
僧
俗
平
等
で
あ

る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
僧
侶
と
信
徒
の
本
分
及
び
役
割
を
生
か
し
た

相
互
の
尊
重
・
和
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。﹂︵
平
成
三
年
一
月
一
日
付
﹁
お
尋
ね
に

対
す
る
回
答
﹂︶

﹁
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
﹃
信
心
の
血
脈
﹄
に
お
い
て
は
僧
も
俗
も
平
等
で
あ
る
が
、
そ
の
上
で

僧
俗
の
そ
れ
ぞ
れ
主
た
る
役
割
の
相
違
が
あ
る
の
み
で
あ
る
と
信
じ
て
、
広
宣
流
布
に
邁
進
し
て

き
ま
し
た
。﹂︵
平
成
三
年
一
月
九
日
付
青
年
学
術
者
会
議
有
志
﹁
質
問
書
﹂︶

﹁
法
の
上
で
は
、
僧
も
俗
も
と
も
に
同
じ
人
間
で
あ
り
、
全
く
平
等
な
の
で
あ
る
。﹂︵
平
成
三
年

二
月
十
四
日
付
﹃
聖
教
新
聞
﹄・
佐
久
間
昇
氏
﹁
化
儀
抄
を
拝
し
て
﹂︶

﹁
徹
底
し
た
平
等
主
義
こ
そ
仏
法
の
本
義
﹂︵
平
成
三
年
十
月
十
六
日
付
﹃
創
価
新
報
﹄︶

等
と
述
べ
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
己
義
に
基
づ
く
僧
俗
平
等
観
の
立
場
か
ら
秋
谷
氏
は
、

﹁
宗
門
は
大
聖
人
の
仏
法
を
奉
じ
て
い
る
と
は
い
え
、
権
威
で
民
衆
を
見
下
し
、
屈
服
さ
せ
る
よ

う
な
姿
で
あ
り
ま
す
。﹂︵﹃
大
白
蓮
華
﹄
平
成
三
年
六
月
号
・
巻
頭
言
︶

と
、
い
か
に
も
宗
門
が
権
威
主
義
然
と
し
て
、
信
徒
蔑
視
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
喧
伝
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
平
成
三
年
十
月
十
七
日
に
お
け
る
池
田
氏
の
、

﹁
信
徒
の
側
は
、
僧
侶
の
権
威
に
ひ
れ
伏
し
た
時
に
、
本
来
の
信
仰
心
は
失
わ
れ
、
僧
に
仕
え
、

依
存
す
る
の
み
の
形
式
的
な
信
仰
と
な
り
、
真
の
功
徳
は
な
く
な
る
。

　
御
本
仏
・
日
蓮
大
聖
人
、
す
な
わ
ち
大
御
本
尊
に
信
伏
随
従
し
、
仕
え
る
こ
と
は
正
し
い
が
、

そ
の
根
本
か
ら
は
ず
れ
て
、
僧
侶
に
仕
え
る
こ
と
は
、
仏
法
の
本
義
に
背
く
誤
り
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂

と
の
発
言
は
、
ま
さ
に
三
宝
破
壊
に
つ
な
が
る
僧
侶
蔑
視
発
言
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
仏
法
本
来
の
僧
俗
師
弟
の
あ
り
方
を
破
壊
す
る
邪
見
で
あ
り
、
教
義
違
背
行

為
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。



　
ハ
　
創
価
学
会
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
路
線
で
反
省
し
た
は
ず
の
本
宗
法
義
に
な
い
師
弟
論
、
す
な

わ
ち
信
徒
間
に
お
け
る
師
弟
不
二
論
を
、
再
び
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
小
説
﹃
人
間
革
命
﹄
第
十
巻
で
は
、
大
聖
人
の
仏
法
が
師
弟
不
二
の
仏
法
で
あ
る
こ
と

は
、
一
切
法
即
仏
法
の
ゆ
え
に
、
人
生
の
師
弟
間
に
も
昇
華
さ
れ
、
そ
こ
に
﹁
信
仰
の
血
脈
﹂
が
偉
大

な
脈
動
と
な
っ
て
迸
る
な
ど
と
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
人
生
の
師
弟
間
に
、
師
弟

の
道
と
師
弟
不
二
の
道
と
を
立
て
分
け
、
池
田
氏
が
、
唯
一
、
戸
田
城
聖
二
代
会
長
と
師
弟
不
二
で
あ

っ
た
と
宣
伝
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
十
月
十
六
日
の
池
田
氏
の
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
も
、

﹁
私
は
﹃
先
生
の
行
く
と
こ
ろ
、
ど
こ
ま
で
も
行
く
。
先
生
と
と
も
に
生
き
、
先
生
の
目
的
の
た

め
に
死
の
う
﹄
と
決
め
た
。
︵
中
略
︶
ま
た
打
つ
手
、
打
つ
手
が
、
師
の
リ
ズ
ム
に
合
致
し
ゆ
く

自
身
を
確
信
し
た
。
私
が
言
っ
て
い
る
こ
と
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
べ
て
先
生
の
心
を
受
け

て
の
言
動
の
つ
も
り
で
あ
る
。
師
弟
の
心
は
、
ど
こ
ま
で
も
﹃
不
二
﹄
で
な
け
れ
ば
、
仏
法
の
生

命
は
な
い
。﹂

と
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
平
成
二
年
七
月
三
日
付
﹃
聖
教
新
聞
﹄
の
﹁
春
夏
秋
冬
﹂
で
は
、

﹁
九
界
の
因
と
仏
界
の
果
と
の
相
即
は
法
華
の
極
説
。
さ
ら
に
仏
法
で
は
、
弟
子
を
因
に
、
師
匠

を
果
に
配
す
る
。
因
果
一
体
は
、
師
弟
で
は
師
弟
不
二
。
人
生
の
師
弟
に
も
深
義
が
。
﹃
出
獄
と

入
獄
の
日
に
師
弟
あ
り
﹄
│
│
果
た
る
師
匠
の
出
獄
し
た
七
月
三
日
は
ま
た
、
因
た
る
弟
子
の
入

獄
の
日
。﹂

と
、
戸
田
二
代
会
長
を
仏
に
配
し
、
池
田
氏
と
師
弟
因
果
の
一
体
不
二
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
己
義
を
も
っ
て
、
本
宗
に
お
け
る
唯
授
一
人
の
血
脈
、
及
び
僧
俗
師
弟
に
お
け
る
師
弟

相
対
の
信
心
化
儀
を
、
信
徒
間
の
師
弟
へ
と
す
り
替
え
た
大
変
な
邪
義
で
あ
り
、
ま
さ
に
師
敵
対
の
大

謗
法
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
﹁
当
山
の
教
義
を
守
る
こ
と
﹂
と
の
原
則
に
違
背
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ニ
　
本
宗
の
寺
院
は
、﹃
日
蓮
正
宗
教
師
必
携
﹄
で
、

﹁
寺
院
・
教
会
は
仏
祖
三
宝
の
所
有
で
あ
り
、
住
職
・
主
管
ま
た
は
檀
信
徒
の
も
の
で
は
な
い
。﹂

と
定
め
る
ご
と
く
、
下
種
三
宝
の
所
有
で
あ
り
、
ま
た
三
宝
の
内
体
義
に
よ
っ
て
、
寺
院
は
、
当
職
の

法
主
の
所
有
に
帰
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、﹃
日
蓮
正
宗
宗
規
﹄
第
百
八
十
条
に
、

﹁
管
長
の
任
命
し
た
住
職
ま
た
は
主
管
及
び
そ
れ
ら
の
代
務
者
に
対
し
て
は
、
い
か
な
る
者
も
こ

れ
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。﹂

と
定
め
る
ご
と
く
、
時
の
法
主
よ
り
任
命
さ
れ
た
住
職
・
主
管
に
対
し
て
は
、
だ
れ
人
た
り
と
い
え
ど

も
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
池
田
氏
は
、
平
成
三
年
八
月
十
八
日
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
昭
和
七
年
八
月
の
﹁
佛
眼
寺
問

題
に
つ
い
て
﹂
と
い
う
、
日
淳
上
人
の
登
座
二
十
四
年
以
前
に
お
け
る
、

﹁
若
し
一
度
何
事
か
を
差
し
挾
ん
で
三
者
︵
管
長
・
住
職
・
檀
徒
︶
の
意
志
が
分
裂
し
て
そ
の
所



有
権
を
論
ず
る
場
合
は
寺
院
の
本
質
に
よ
り
信
仰
の
母
体
た
る
檀
徒
の
所
有
に
帰
す
べ
き
も
の
﹂

等
の
発
言
を
、
切
り
文
的
に
悪
用
し
て
、

﹁
寺
院
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
本
山
や
住
職
の
意
向
よ
り
も
、
信
仰
の
母
体
で
あ
る
信
徒

の
意
志
を
基
準
に
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。
︵
中
略
︶
大
多
数
の
信
徒
こ
そ
寺
院
の
本
来
の
﹃
所
有

権
﹄
︵
持
ち
主
、
主
人
︶
で
あ
り
、
住
職
も
本
山
も
、
信
徒
か
ら
寺
院
を
預
か
っ
て
い
る
﹃
管
理

者
に
す
ぎ
な
い
﹄
と
│
。﹂

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
淳
上
人
の
発
言
は
、
当
時
、
仙
台
市
佛
眼
寺
が
、
不
正

な
裁
判
の
も
と
に
京
都
要
法
寺
派
へ
と
籍
を
移
さ
れ
、
要
法
寺
派
の
僧
侶
が
住
職
と
し
て
着
任
し
、
本

宗
の
佐
藤
覚
仁
師
が
強
制
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
、
特
殊
な
状
況
の
上
で
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。
池
田
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
状
況
を
顧
み
ず
、
た
だ
ち
に
現
在
に
当
て
嵌
め
、
本
宗
の
寺
院

が
信
徒
の
所
有
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
佛
眼
寺
問
題
の
特
殊
性
は
も
と
よ

り
、
本
宗
の
寺
院
所
有
の
あ
り
方
と
僧
俗
師
弟
の
筋
目
を
、
明
ら
か
に
無
視
し
た
本
末
転
倒
の
邪
義
と

断
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ホ
　
現
在
、
創
価
学
会
で
は
、﹃
聖
教
新
聞
﹄﹃
創
価
新
報
﹄
等
の
機
関
紙
に
お
い
て
、
虚
偽
や
捏
造
、

事
実
の
歪
曲
等
に
よ
り
、
宗
門
僧
侶
に
対
し
て
悪
口
中
傷
し
、
社
会
的
信
用
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
多
く
の
誹
謗
行
為
は
、
ま
さ
に
﹃
普
賢
菩
薩
勧
発
品
﹄
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、

﹁
若
し
復
是
の
経
典
を
受
持
せ
ん
者
を
見
て
、
其
の
過
悪
を
出
さ
ん
。
若
し
は
実
に
も
あ
れ
、
若

し
は
不
実
に
も
あ
れ
、
此
の
人
は
現
世
に
白
癩
の
病
を
得
ん
﹂

と
の
御
文
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
あ
ま
つ
さ
え
法
主
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
非
難
中
傷
は
、

本
宗
の
命
脈
で
あ
る
唯
授
一
人
の
血
脈
の
尊
厳
を
侵
す
も
の
で
あ
り
、
本
宗
信
徒
に
と
っ
て
、
あ
る
べ

か
ら
ざ
る
大
謗
法
行
為
で
あ
り
ま
す
。

　
ヘ
　
本
宗
に
お
い
て
は
、
師
弟
相
対
の
信
心
化
儀
を
基
本
と
す
る
化
儀
即
法
体
の
法
門
が
、
儀
式
法

要
を
含
む
一
切
の
化
儀
の
要
諦
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
裁
定
権
は
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
血
脈

付
法
の
法
主
一
人
に
具
わ
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
一
般
の
僧
俗
が
、
勝
手
に
化
儀
を
変
更
す
る
こ
と
は
、

決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
本
宗
信
徒
で
あ
る
な
ら
ば
、
宗
門
の
定
め
る
化
儀
に
従
う
の
が
当

然
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
、
昭
和
五
十
二
年
路
線
の
反
省
と
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
の
﹁
一
一
・
七
﹂

で
、
北
条
理
事
長
が
、

﹁
今
、
こ
の
こ
と
を
総
括
す
る
に
、
問
題
を
起
こ
し
た
背
景
に
、
宗
門
の
伝
統
、
法
義
解
釈
、
化

儀
等
に
対
す
る
配
慮
の
欠
如
が
あ
っ
た
こ
と
を
率
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。﹂

﹁
寺
院
行
事
を
尊
重
す
る
意
味
か
ら
、
︵
中
略
︶
春
秋
彼
岸
会
、
盂
蘭
盆
会
の
学
会
と
し
て
の
開

催
は
、
学
会
本
部
な
ら
び
に
各
県
中
心
会
館
で
は
行
う
場
合
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方
で
は
、
い
っ

さ
い
行
わ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。﹂

等
と
率
直
に
反
省
し
、
寺
院
の
儀
式
法
要
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
り
ま
す
。



　
と
こ
ろ
が
、
現
在
、
創
価
学
会
で
は
、
本
宗
の
年
中
行
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
儀
式
法
要
等
の
化
儀

を
、
己
義
を
構
え
て
独
自
に
執
行
し
た
り
、
不
要
と
し
て
等
閑
に
し
、
本
宗
伝
統
の
化
儀
を
破
壊
し
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
葬
儀
に
つ
い
て
は
、
宗
務
院
と
し
て
、
去
る
十
月
二
十
一
日
付
で
通
告

文
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
が
、
創
価
学
会
よ
り
、
十
一
月
二
日
付
を
も
っ
て
、
本
宗
の
信
条
に
背
反
す

る
、
信
徒
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
罵
詈
讒
謗
の
通
告
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
創
価
学
会
が
、

も
は
や
本
宗
の
血
脈
仏
法
に
基
づ
く
伝
統
化
儀
に
従
え
な
い
体
質
に
変
質
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
塔
婆
や
戒
名
な
ど
は
、
己
義
に
よ
っ
て
不
要
の
化
儀
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
全
て
本
宗
の
伝
統
法
義
を
蔑
如
す
る
も
の
で
あ
り
、﹁
当
山
の
教
義
を
守
る
こ
と
﹂
と
の
原
則
を
、

明
ら
か
に
破
棄
す
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。

　
ト
　
平
成
三
年
五
月
十
五
日
付
﹃
創
価
新
報
﹄
の
﹁
宗
門
問
題
の
本
質
は
こ
こ
だ
！
﹂
と
い
う
欄
に
、

創
価
学
会
副
学
生
部
長
の
高
岡
輝
信
氏
に
よ
る
、
﹁
冷
酷
﹂
と
題
す
る
一
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
た
る
や
、
江
戸
時
代
に
起
き
た
堅
樹
派
と
称
す
る
異
流
義
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
を
正
当
化
す

る
と
い
う
、
ひ
ど
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
堅
樹
派
は
、
完
器
講
と
も
称
し
ま
す
が
、
そ
の
派
祖
で
あ
る

堅
樹
日
好
は
、
も
と
日
朗
門
下
の
人
で
、
第
三
十
五
世
日
穏
上
人
の
時
に
本
宗
に
帰
伏
し
た
も
の
の
、

妙
法
の
題
目
に
四
箇
の
格
言
を
加
え
て
唱
え
る
新
義
を
提
唱
し
、
ま
た
戒
壇
の
大
御
本
尊
と
血
脈
付
法

の
法
主
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
邪
師
で
あ
り
ま
す
。

　
本
宗
非
教
師
か
ら
、
高
岡
氏
の
邪
説
に
対
す
る
反
駁
文
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
岡
氏
に
お
い
て
も
、

ま
た
創
価
学
会
に
お
い
て
も
、
未
だ
に
反
省
並
び
に
訂
正
を
表
明
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、

創
価
学
会
総
体
と
し
て
、
異
流
義
た
る
堅
樹
派
を
容
認
し
て
い
る
証
左
で
あ
り
、
ま
さ
に
﹁
当
山
の
教

義
を
守
る
こ
と
﹂
と
の
原
則
に
違
背
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
︵
三
︶
三
原
則
の
第
三
は
、
﹁
三
宝
︵
仏
法
僧
︶
を
守
る
こ
と
﹂
で
あ
り
ま
す
。
本
宗
の
三
宝
は
、

先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
仏
宝
は
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
、
法
宝
は
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
、
僧
宝
は
日
興
上

人
を
随
一
と
し
て
歴
代
上
人
の
全
て
に
わ
た
り
ま
す
が
、
ま
た
内
体
・
外
相
の
上
か
ら
、
正
し
く
拝
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

創
価
学
会
で
は
、
現
在
で
も
、
仏
宝
・
法
宝
の
名
目
は
、
一
往
、
正
し
く
拝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

僧
宝
も
、
か
つ
て
は
正
し
く
拝
し
て
お
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
池
田
氏
は
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
二

十
五
日
、

﹁
こ
こ
で
﹃
僧
宝
﹄
と
は
、
今
日
に
お
い
て
は
日
興
上
人
よ
り
の
唯
授
一
人
の
法
脈
を
受
け
ら
れ

た
御
法
主
上
人
猊
下
で
あ
ら
れ
る
。
ま
た
、
御
僧
侶
は
全
部
猊
下
の
弟
子
で
あ
る
。
法
類
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、
我
々
は
御
僧
侶
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂

と
述
べ
、
ま
た
昭
和
五
十
三
年
の
﹁
六
・
三
〇
﹂
で
は
、
こ
の
発
言
を
受
け
て
、

﹁
﹃
僧
宝
﹄
と
は
正
宗
に
お
い
て
は
第
二
祖
日
興
上
人
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
第
三
代
会
長
も
発
言
し

て
い
る
ご
と
く
、
唯
授
一
人
の
血
脈
を
う
け
ら
れ
た
御
法
主
上
人
猊
下
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
。﹂



と
回
答
し
、
さ
ら
に
﹃
大
白
蓮
華
﹄
の
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
号
、
及
び
昭
和
五
十
八
年
十
月
号
で
は
、

﹁
正
法
を
正
し
く
継
承
伝
持
あ
そ
ば
さ
れ
た
血
脈
付
法
の
日
興
上
人
を
随
一
と
し
て
、
歴
代
の
御

法
主
上
人
、
広
く
は
、
御
法
主
上
人
の
法
類
で
あ
る
御
僧
侶
の
方
々
が
僧
宝
な
の
で
す
。﹂

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
全
て
本
宗
伝
統
の
僧
宝
義
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
池
田
氏
は
、
唯
授
一
人
の
血
脈
付
法
の
法
主
に
つ
い
て
も
、

﹁
本
宗
に
お
け
る
厳
粛
な
る
法
水
瀉
瓶
唯
授
一
人
の
血
脈
は
、
法
灯
連
綿
と
、
代
々
の
御
法
主
上

人
に
受
け
継
が
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、
御
本
仏
は
、
日
蓮
大
聖
人
様

で
あ
ら
せ
ら
れ
、
唯
我
与
我
の
御
法
主
上
人
の
ご
内
証
を
、
大
聖
人
と
拝
す
べ
き
な
の
で
あ
り
ま

す
。﹂︵
昭
和
五
十
四
年
五
月
三
日
︶

﹁
御
法
主
上
人
猊
下
に
随
順
し
な
い
人
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
に
し
て
も
、
も
は
や
正
宗

の
僧
俗
で
は
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
根
本
的
な
誤
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。﹂︵
昭
和
五
十
六
年
十
一
月

二
十
四
日
︶

﹁
日
蓮
正
宗
に
お
け
る
根
本
は
、
唯
授
一
人
の
血
脈
で
あ
る
。
そ
の
血
脈
相
承
の
御
法
主
上
人
に

随
順
し
ゆ
く
こ
と
こ
そ
、
僧
俗
の
正
し
い
あ
り
方
で
あ
る
。﹂︵
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
四
日
︶

﹁
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
の
教
義
は
、
あ
く
ま
で
も
御
法
主
上
人
猊
下
の
御
指
南
こ
そ
根
本
な
の
で

あ
る
。﹂︵
昭
和
五
十
七
年
四
月
十
七
日
︶

﹁
日
蓮
正
宗
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
血
脈
で
あ
る
。
大
御
本
尊
を
根
本
と
し
、
代
々
の
御
法
主
上

人
が
、
唯
授
一
人
で
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
令
法
久
住
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
。﹂︵
昭
和
五
十
七
年
七

月
二
十
四
日
︶

と
、
下
種
三
宝
の
内
体
の
上
か
ら
、
唯
授
一
人
の
血
脈
を
本
宗
信
仰
の
根
本
と
し
、
法
主
の
指
南
に
信

伏
随
従
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
本
宗
伝
統
の
血
脈
観
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
ま
た
秋
谷
会
長
も
、
平
成
二
年
十
二
月
二
十
三
日
付
書
面
で
、

﹁
も
と
よ
り
日
蓮
正
宗
に
あ
っ
て
、
金
口
嫡
々
唯
授
一
人
の
血
脈
相
承
が
宗
旨
の
根
本
で
あ
る
こ

と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。︵
中
略
︶
私
ど
も
は
、
日
蓮
正
宗
に
と
っ
て
根
本
た
る
法
主
の
血
脈
を
、

状
況
次
第
で
い
と
も
簡
単
に
否
定
し
、
あ
ま
つ
さ
え
恐
れ
多
く
も
猊
下
を
裁
判
で
訴
え
た
正
信
会

の
行
動
は
、
信
心
の
狂
い
の
極
み
で
あ
り
、
悪
鬼
入
其
身
の
所
業
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
人

間
と
し
て
も
最
も
糾
弾
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。﹂

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
在
、
そ
の
池
田
氏
が
、
本
宗
の
僧
宝
に
つ
い
て
、

﹁
私
ど
も
は
、
ど
こ
ま
で
も
大
聖
人
と
ご
一
緒
で
あ
る
。
﹃
僧
宝
﹄
で
あ
る
日
興
上
人
の
仰
せ
通

り
、
御
本
尊
と
御
書
を
根
本
に
、
大
聖
人
直
結
の
信
心
を
貫
い
て
い
る
の
で
あ
る
。﹂︵
平
成
三
年

十
月
十
日
︶

と
述
べ
、
秋
谷
会
長
も
同
様
に
、

﹁
仏
法
の
基
本
で
あ
る
﹃
三
宝
﹄
は
、
歴
代
上
人
が
御
指
南
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
﹃
法
宝
﹄
は

御
本
尊
、
﹃
仏
宝
﹄
は
日
蓮
大
聖
人
、﹃
僧
宝
﹄
は
日
興
上
人
で
あ
り
、
三
宝
が
相
即
す
る
御
本
尊



を
拝
し
奉
る
の
が
、
私
た
ち
の
信
心
で
あ
る
。﹂︵
平
成
三
年
九
月
二
十
九
日
︶

﹁
﹃
僧
宝
﹄
と
は
大
聖
人
の
正
法
を
正
し
く
継
承
さ
れ
た
日
興
上
人
で
あ
ら
れ
る
。
﹂
︵
平
成
三
年

十
月
二
十
七
日
︶

﹁
こ
れ
で
は
、
法
主
が
﹃
僧
宝
﹄
の
日
興
上
人
を
越
え
る
ば
か
り
か
、
大
聖
人
を
も
越
え
た
存
在

に
な
る
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
﹃
僧
宝
﹄
と
﹃
仏
宝
﹄
の
破
壊
は
な
い
。﹂︵
平
成
三
年
十
月
二
十

七
日
︶

等
と
述
べ
、
僧
宝
と
し
て
日
興
上
人
一
人
を
挙
げ
、
日
目
上
人
以
下
の
歴
代
上
人
は
除
外
し
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
唯
授
一
人
の
血
脈
を
蔑
ろ
に
す
る
師
敵
対
の
大
謗
法
で
あ
る
と

と
も
に
、
本
宗
伝
統
の
三
宝
義
を
改
変
す
る
邪
義
で
あ
り
、
従
来
、
創
価
学
会
で
述
べ
て
き
た
僧
宝
観

と
も
異
な
る
、
自
語
相
違
の
謬
見
で
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
、
池
田
氏
の
﹁
大
聖
人
直
結
﹂
と
の
発
言
は
、

本
宗
三
宝
の
次
第
を
超
え
た
己
義
で
あ
り
、
ま
さ
に
三
宝
破
壊
の
大
謗
法
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
秋
谷
会
長
は
、
以
前
、
述
べ
て
い
た
こ
と
に
反
し
、

﹁
元
来
、
日
蓮
正
宗
に
は
大
御
本
尊
と
並
べ
た
〃
法
主
根
本
主
義
〃
等
は
全
く
な
か
っ
た
。
︵
中

略
︶
つ
ま
り
人
法
一
箇
の
御
本
尊
を
信
仰
し
、
大
聖
人
に
帰
伏
し
て
い
く
の
が
私
ど
も
の
信
心
で

あ
る
。
そ
れ
を
、
法
主
へ
の
信
伏
随
従
に
す
り
か
え
る
の
は
、
大
聖
人
の
御
指
南
に
反
す
る
も
の

で
あ
り
、
三
宝
破
壊
の
邪
義
で
あ
る
こ
と
は
、
だ
れ
が
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。﹂︵
平
成
三
年
九

月
二
十
九
日
︶

﹁
法
主
へ
の
〃
盲
信
〃
の
強
要
は
、
時
代
錯
誤
も
は
な
は
だ
し
く
、
世
界
が
渇
望
す
る
〃
民
主
の

時
代
〃
に
は
全
く
通
用
し
な
い
。
宗
門
の
体
質
は
、
も
は
や
全
世
界
に
開
か
れ
た
大
聖
人
の
仏
法

の
精
神
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
。﹂︵
平
成
三
年
十
月
一
日
︶

﹁
大
聖
人
以
外
の
﹃
人
﹄
を
信
心
の
根
本
と
す
る
行
き
方
は
、
大
聖
人
の
仏
法
に
は
な
い
。

　
あ
く
ま
で
も
人
法
一
箇
の
本
門
戒
壇
の
大
御
本
尊
が
根
本
な
の
で
あ
る
。
三
大
秘
法
の
大
御
本

尊
に
三
宝
も
す
べ
て
具
足
し
て
い
る
と
い
う
の
が
根
本
の
法
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
朝
夕
、

御
本
尊
を
拝
す
る
私
ど
も
は
、
常
に
深
く
三
宝
を
敬
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。﹂︵
平
成
三
年
十
月
十

日
︶

等
と
、
法
主
へ
の
信
伏
随
従
が
盲
信
で
あ
る
と
決
め
付
け
、
ま
た
本
宗
の
唯
授
一
人
の
血
脈
が
民
主
主

義
の
現
代
に
通
用
し
な
い
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
三
年
十
月
二
日
付
﹃
創
価
新
報
﹄
で

は
、﹁
神
話
だ
っ
た
法
主
へ
の
信
伏
随
従
﹂
と
の
見
出
し
を
付
け
て
、

﹁
法
主
へ
の
信
伏
随
従
な
る
も
の
が
、
所
詮
は
、
信
徒
に
隷
属
を
強
い
る
た
め
に
後
世
に
つ
く
り

上
げ
ら
れ
た
﹃
神
話
﹄
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。﹂

と
い
う
な
ど
は
、
お
よ
そ
本
宗
の
信
徒
団
体
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
言
行
で
あ
り
、
不
変
で
あ
る
べ
き

法
義
を
、
そ
の
時
そ
の
時
の
、
自
分
た
ち
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、
く
る
く
る
と
変
え
る
己
義
で
あ
り
ま

す
。
あ
ま
つ
さ
え
、
宗
門
を
﹁
法
主
根
本
主
義
﹂
﹁
法
主
絶
対
主
義
﹂
﹁
法
主
本
仏
論
﹂﹁
御
書
よ
り
も

法
主
の
指
南
が
全
て
﹂
な
ど
と
決
め
付
け
て
誹
謗
す
る
な
ど
は
、
下
種
三
宝
の
内
体
・
外
相
の
意
義
、

並
び
に
唯
授
一
人
の
法
体
血
脈
の
深
義
を
も
っ
て
善
導
す
る
宗
門
の
言
辞
の
真
意
が
、
創
価
学
会
に
全



く
理
解
で
き
て
い
な
い
証
拠
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
宗
信
仰
の
根
幹
で
あ
る
下
種
三
宝
義
を
破
壊
し
、

唯
授
一
人
の
法
体
血
脈
に
背
信
す
る
大
謗
法
罪
な
の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
、
三
原
則

中
の
﹁
仏
法
僧
の
三
宝
を
守
る
こ
と
﹂、
及
び
﹁
当
山
の
教
義
を
守
る
こ
と
﹂
と
の
二
原
則
を
、
完
全

に
破
棄
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
四
　
創
価
学
会
で
は
、
か
つ
て
言
論
出
版
妨
害
問
題
や
選
挙
時
の
替
え
玉
投
票
事
件
、
ま
た
共
産

党
宮
本
委
員
長
宅
電
話
盗
聴
事
件
や
﹃
月
刊
ペ
ン
﹄
事
件
等
、
反
社
会
的
な
行
動
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な

ど
で
、
社
会
か
ら
幾
多
の
厳
し
い
指
弾
を
浴
び
ま
し
た
が
、
近
年
に
至
っ
て
も
、
な
お
会
員
に
よ
る
身

代
金
六
億
円
を
要
求
し
た
本
宗
住
職
誘
拐
事
件
、
会
員
で
あ
る
公
明
党
議
員
た
ち
に
よ
る
リ
ク
ル
ー
ト

事
件
や
砂
利
運
搬
船
汚
職
等
の
数
々
の
贈
収
賄
事
件
、
一
億
七
千
万
円
入
り
金
庫
投
棄
事
件
、
ル
ノ
ワ

ー
ル
の
絵
画
取
引
に
か
か
る
疑
惑
、
墓
地
造
成
に
か
か
る
脱
税
事
件
や
株
売
買
に
か
か
る
損
失
補
て
ん

疑
惑
等
、
巨
額
の
不
正
疑
惑
事
件
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。

　
創
価
学
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
疑
惑
事
件
等
の
発
覚
に
よ
っ
て
、
本
宗
の
信
徒
団
体
の
あ
り
方
か
ら
著

し
く
か
け
離
れ
た
醜
い
姿
を
現
わ
す
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
金
銭
問
題
に
ま
つ
わ
る
創
価
学
会
の
実

態
が
、
社
会
か
ら
、
そ
の
公
益
法
人
と
し
て
の
資
質
や
責
任
を
、
厳
し
く
問
わ
れ
る
結
果
を
招
い
て
お

り
ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
創
価
学
会
が
関
与
し
た
諸
事
件
は
、
そ
の
た
び
ご
と
に
、
本
宗
七
百
年
の

清
浄
な
宗
風
に
泥
を
塗
り
、
ま
た
本
宗
の
社
会
的
信
用
に
大
き
く
傷
を
付
け
、
正
法
の
広
布
進
展
に
著

し
い
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
五
　
以
上
、
創
価
学
会
は
、
現
在
、
日
蓮
正
宗
の
仏
法
の
本
義
と
、
宗
教
法
人
設
立
時
の
三
原
則

と
、
昭
和
五
十
二
年
路
線
へ
の
反
省
・
誓
約
に
、
こ
と
ご
と
く
違
背
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
あ
ま
つ
さ
え
、
昨
年
十
一
月
十
六
日
の
第
三
十
五
回
本
部
幹
部
会
に
お
け
る
、
池
田
氏
の
、

﹁
五
十
周
年
、
敗
北
の
最
中
だ
。
裏
切
ら
れ
、
た
た
か
れ
、
私
は
会
長
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
、
ね
。

も
う
宗
門
か
ら
散
々
や
ら
れ
、
正
信
会
か
ら
。
馬
鹿
に
さ
れ
、
そ
い
で
そ
の
上
北
条
さ
ん
が
﹃
も

う
、
お
先
ま
っ
暗
で
す
ね
。﹄﹃
何
を
言
う
か
、
六
十
周
年
を
見
ろ
。
も
う
絢
爛
た
る
最
高
の
実
が
、

六
十
周
年
が
来
る
か
ら
元
気
だ
せ
。﹄
会
長
だ
か
ら
、
こ
れ
が
よ
。
私
は
名
誉
会
長
だ
。
﹃
そ
う
で

し
ょ
う
か
。﹄
馬
鹿
か
ー
。﹂

と
の
発
言
は
、
﹁
恩
師
の
二
十
三
回
忌
に
思
う
﹂
等
で
見
せ
た
昭
和
五
十
二
年
路
線
へ
の
真
摯
な
反
省

と
、
再
び
宗
教
法
人
設
立
時
の
三
原
則
を
遵
守
す
る
と
の
堅
い
誓
い
が
、
ま
さ
に
宗
門
を
欺
く
偽
り
の

言
辞
で
あ
っ
た
こ
と
を
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
創
価
学
会
二
代
会
長
戸
田
城
聖
氏
は
、
昭
和
三
十
一
年
八
月
十
日
の
岡
山
市
妙
霑
寺
の
落
慶
入
仏
式

の
折
に
、
第
六
十
五
世
日
淳
上
人
に
対
し
た
て
ま
つ
り
、

﹁
将
来
、
も
し
学
会
が
大
き
く
な
っ
て
、
宗
門
に
圧
力
を
か
け
た
り
、
あ
る
い
は
内
政
干
渉
を
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
解
散
を
お
命
じ
く
だ
さ
い
。﹂

と
申
し
上
げ
た
旨
を
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
が
、
現
在
の
創
価
学
会
は
、
も
は
や
日
蓮
正
宗
を
外
護
す
る



信
徒
団
体
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
信
仰
の
根
幹
で
あ
る
日
蓮
正
宗
の
三
宝
を
破
壊
し
、
宗
開
両
祖
以
来
の

伝
統
法
義
を
改
変
す
る
と
と
も
に
、
宗
門
に
圧
力
を
か
け
、
内
政
に
干
渉
し
、
敵
対
攻
撃
す
る
と
い
う
、

大
謗
法
団
体
と
な
り
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
宗
門
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
大
謗
法
団
体
と
化
し
た
創
価
学
会
に
対
し
、
日
蓮
正
宗
の

信
徒
団
体
と
し
て
の
創
価
学
会
を
自
主
的
に
解
散
す
る
よ
う
、
こ
こ
に
勧
告
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
創
価
学
会
の
指
導
を
受
け
入
れ
、
同
調
し
て
い
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
組
織
の
全
て
に
対
し

て
も
、
併
せ
て
解
散
す
る
よ
う
、
勧
告
い
た
し
ま
す
。
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